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検査で使用する採血針について【クリニックだより No.1】 

ヒトの健康状態を把握するためには検体採取が欠かせません。中でも、血液検査から得られる情報は
膨大かつ重要です。弊社がご案内する標準的なヒト試験のスクリーニング検査では 13 mL の血液検体か
ら 37 項目を評価しますが、試験デザインに応じて、ご希望の項目を追加して検査を承っております。ク
リニックで勤務する現場スタッフは、これらの項目が正確に測定できるよう検査に適した採血が実施で
きるよう、日々努めております。 
中でも、検査値に大きく影響してしまう「溶血」が生じないよう検査現場では特に注意しております。

溶血とは、外的要因によって赤血球が破裂し内容物が漏出する現象で、種々の検査項目で偽高値あるい
は偽低値をもたらすことが知られています。溶血が起こる原因は多岐にわたりますが、採血針の種類に
よっても影響されることがございます 1)。 

 
昨今の医療機関で使用されている採血針には、直針と翼状針の 2 種類があります。弊社のヒト試験で

は翼状針での採血を実施しておりますが、これは、直針を用いた採血と比較して溶血発生率が低いとい
う報告がされているためです 2, 3)。また、採血針の径が小さすぎると溶血の原因となる場合があるため、
弊社がご案内するヒト試験の静脈採血では、21 G (ゲージ; 外径 0.8 mm) または 22 G(外径 0.7 mm) 翼
状針を採用しております。 
加えて、翼状針は、直針と比較して採血成功率が高いこと 4)、血管付近に走行する神経の損傷リスクが

低いこと 5)、といった報告がされております。すなわち、翼状針を使用することで、溶血がなく正確な評
価できる血液検体を得られる、採血の失敗が少なく安全な採血を通して倫理面に配慮できる、といった
利点を両立しております。 
近年では、翼状針そのものの構造における技術開発が注目されています。翼状針の外径はそのままに、

内径を増加させ血液流入速度を向上することで、採血所要時間の短縮を実現した製品や、先端形状を従
来の 3 面カットから 5 面カットに増やすことで、採血時の痛みの軽減を狙った製品が実際に販売されて
います 6)。 

 
溶血のない血液検体の採取の実現、失敗に伴う再採血の頻度の減少や痛みの緩和による被験者様の負

担軽減に大きく貢献するため、検査現場スタッフはこのような情報収集にも努めております。 
今後も、皆様の製品の優れた機能性を実証するため、検査現場スタッフ一同、努力を惜しまず正確な

検査実施に取り組んでおりますので、安心してヒト試験を私たちオルトメディコにお任せいただければ
と存じます。 

 
オルトメディコでは様々なヒト試験の実施が可能です。お気軽にご相談ください。  
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